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1.は じめに

理数教育 を着実に実施す るため,教 員によって負担の大きい実験の準備 ・調整等の業務

を軽減するための 「観察実験アシスタン ト」(以 下,ア シスタン ト)の 配置支援が進め ら

れている(文 部科学省,2019)。 これは平成19年 度に 「理科支i援員等配置事業」が開始 さ

れ,理 科授業における観察 ・実験活動が充実を図 ることによ り理科授業の充実を図るもの

であ り,こ れ までも研究事例 が蓄積 されてきている(例 えば,平 島,2008;高 安,2008;

林 ・片岡,2008;小 林ほか,2008な ど)。

筆者 らは,京 都市で勤務 しているアシスタン トへの質問紙調査を通 して,小 学校におけ

る理科観察実験支援の現状 と抱える課題についてその一部を報告 した。具体的には,連 携

においては十分なコミュニケーシ ョンの機会を図ることに関 し,困 難を抱えているア シス

タン トが多 く存在す ることを指摘 した。また,実 際の学習環境や授業進度に応 じた工夫を

アシス タン ト各々が行 っていることを明らかに した(石 井ほか,2019)。 また,近 畿地区

を中心 とした理科観察実験支援の現状についても概要を報告 した(表1)。

理科教育を支援す る立場 として,小 学校(平 島ほか,2008)や 中学校(山 下ほか,2008)

で活動す るアシスタン トの実態調査は行われているものの,ア シスタン トの活動を支援す

るための取 り組みやその教材化までには至っていない。アシスタン トの活動の充実は個々

の力量に大部分が依存 してお り,活 動への指導 ・助言は十分に行 き届いていない現状があ

ると考 えられ る。

以上のような背景及び先行研究を踏まえ,筆 者 らは小 ・中学校 で活動するアシスタン ト

を対象に,初 めて理科教育支援 を実施す る際で もアシスタン トが活動 をしやすいよ うにチ

ェック リス トを開発 してきた(石 井ほか,2019)。 本稿ではこのチェックリス トを改善 し

作成 した 「スタンダー ド」の内容についてその概要を報告する。

豆.ス タンダー ド開発の過程

本研究では,質 問紙調査及び昨年度の 「第1回 福井CMTシ ンポジウム」で得 られた課題 ・

意見を参考に,チ ェ ック リス トの改善に努めた。 また,ア シスタン ト初任者のみならず,

ベテランアシスタン トも活用できる内容 とす ることとした。具体的には,石 井・秋吉(2020a)
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の内容を参考に,事 業内容や支援内容を 「指導 ・助言」に関する内容を盛 り込むなどアシ

スタントの多様な支援活動に対応できるようにした。

表1各 政令都市における理科観察実験支援の現状(石 井 ・秋吉,2019よ り一部抜粋)

政令指定都市名 京都市 大阪市 堺市

事業名 京都市哩科観察実験支援事業 学校活性化推進事業 理科実験準備等支援事業

事業目的(一部抜粋)

京都市立小・中学校における観 理科授業の充実,児童生徒の学 観察実験を重視した授業展開,学習意

察や実験の更なる活性化の支 習意欲の向上と自主学習習慣 欲と学力の向上

援 の定着

アシスタントの名称

観察実験アシスタント 学力向上支援サポーター

(瑠斗補助員)

理科観察実験アシスタント

支援対象 ノ1孝校(3～6年 生),中 学校 ※小学校(5,6年 生) ノ」曙 交(3～6年 生)

支援内容 環境整備,理科の充実 等 環境整備,提 案 ・助言 等 環境整備.指導助言 等

支援員の労働条件

給与等

(時給換算)

報酬1000円(教 職・アシスタン

ト経験5年 以上は1200円)交 通

費 上限880円

報償金1000円

交通費 上限480円

謝礼金1166円

交通費 なし

活動時間 90～250時 間 上限630時 間 180～270時 間程度

(年間換算) ※学校規模による 週当たり18時間を上限とする ※学校規模による

活動期間 令和元年5月31日 か ら

令和2年2月28日 まで

配置の決定後の指定日から

令和2年2月 末まで

令和元年5月22日 から

令和2年2月28日 まで

皿.開 発 した 「理科観察実験アシスタン トス タンダー ド」の具体的内容

開発 したスタンダー ドを表2に 示す。 「アシスタン ト初任者」 「中堅アシス タン ト」 「ベ

テランアシスタン ト」の3つ のレベル を設定 した。また,そ れぞれに対応す るものとして

「アシスタン トとしての姿勢」や 「理科担当教員に とっての成果」を設定 した。アシスタ

ン トの役割については,「 観察 ・実験等の実施の計画」 「観察 ・実験等の準備 ・後片付 け」

「観察 ・実験等の授業の支援」 「観察 ・実験方法等の提案 ・助言」等アシス タン トに求め

られ る活動内容 を中心に10の 役割を項 目とした。

スタンダー ドの内容は以下の通 りとなる。

1.学 校に関す る理解

アシスタントが活動を充実させる上で,ま ずは学校の授業の実施状況を把握することが

必要である。理科授業における観察 ・実験の実施の現状を把握することとした。

2.観 察実験等の実施の計画

理科担当教員が提示した計画に対しての取り組みの姿勢を示した。中堅アシスタン トで

は工夫を行い,ベ テランアシスタントは改革に対する改善案を助言することとした。
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3.観 察 ・実験 等 の準備 ・後片付 け

アシスタン トの活動の基盤 である,観 察 ・実験等の準備 ・片付けにっいて示 した。 中堅

アシスタン ト以降では予備実験を実施 し,ベ テランアシスタン トでは観察 ・実験等の具体

的改善法を提案す ることとした。技術的支援を受けられ るのは,理 科担当教員に とっても

メ リッ トが大 きく,指 導主事などとは異な り,よ り協働 的な立場か らの支援 となるよう配

慮 した。

4.観 察 ・実験 等 の授 業の支援

アシスタン ト初心者は授業実践には関わ らないこともある(石 井ほか,2019)。 そのた

め,中 堅アシスタン ト以降では授業実践に関与 し,ベ テ ランアシスタン トでは理科教育の

本質である 「理科の授業」に関しその前後でも連携 を図ることを示 した。

5.観 察 ・実験 方法等 の提案 ・助言

観察 ・実験は詳細な方法 ・実施条件 を検討 ずると実に多様である。 これ らの具体的な提

案 ・助言について示 した。経験のみな らず,理 科担 当教員とアシスタン トの関係性が重要

である。

6.外 部 とのネ ットワーク

研修会等でのアシスタントの活動の姿勢について示した。学校の教育環境等に依存する

側面も多いため,ま ずは教育委員会事務局や科学センター,大 学等が主催する 「アシスタ

ン ト研修会」等を効果的に活用することが重要である。

7.管 理職等 との連携

管理職はもちろんのこと,校 内の様 々な教職員 と連携することは重要である。ベテラン

アシスタン トでは 「教科横断的な学習」を見据え,他 教科の教員 とも連携することを示 し

た。

8.自 主研修

アシスタン ト自身がアシスタン トとしての資質 ・能力 を向上 させ ることを目的 として設

定 した。現状では,個 々の力量や活動 内容に依存する部分が大きいのが特徴である。

9.活 動 の振 り返 り

報告書(例 えば,京 都市教育委員会,2013)の 作成 ・活用に関する,ア シスタン トの活

動を示 した。報告書は活動内容の振 り返 りにとどま らず,改 善を資するためのツールの一

つである。効果的な活用が望まれる。

10.成 果 の確認

「9.活 動 の振 り返 り」をより総括的視点で行 う内容 として,具 体的に示 した。ベテラ

ンアシスタン トでは教育委員会 との関係 も深 くなるため,よ り実践的な活動 として成果を

確認する機会 を設 けることが求められる。
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表2開 発した 「理科観察実験アシスタントスタンダー ド」

アシスタント初心者 中堅アシスタント ベテランア シスタン ト

アシスタントと

しての姿勢

アシスタントとして

理科授業で活動する

アシスタントとして

積極的に活動する

アシスタントとして理科教員に積極的に

活動 ・情報発信をする

理科担当教員に

とっての成果

観察・実験の準備・片付けを

中心とした負担の軽減

観察・実験の積極的な実施による

理科授業の充実

観察 ・実験の改善や精緻化された教材の

活用による高度な理科授業の実践

1.学 校に関する

理解

理科に関する情報を把握している 過去の観察・実験の実施状況を把握してい 今後の観察・実験の実施予定を把握してい

る る

2.観察 ・実験等の

実施の計画

提示された計画に従っている 提示された計画に工夫を行っている 提示された計画に改善案を助言している

3,観 察 ・実験等の

準備 ・後片付 け

徳擦 ・実験の準備のみ行う 予備実験を積極的に行う 予備実験をもとに観察・実験方法の改善法

を提案している

4.観 察 ・実験等の

授業の支援

授業実践には膀わらない 授業実践にアシスタントとして積極的に携

わっている

授業の実施前後に指導・助言を行っている

5.観 察 ・実験方法

等の提 案 ・助言

観察・実験の提案は行わない 観察 ・実験の助言は行っている 観察・実験の具体的な提案を行っている

6.外 部 との

ネ ットワーク

校内でのみ活動している 地域の学校と活動内容を共有している 研修会で事例を積極的に発信している

7.管理職等との

連携

理科教員のみと連携している 校長 ・教頭 ・教務主任とも連携 している 他教科の教員とも連携している

8.自 主研修 委員会の研修にのみ参加している 委員会の研修に自主的に参加している 校外の関連学会 ・協会 ・セミナー等に参加

している

9.活 動の振 り返

り

報告書の作成のみ行っている 報告書をもとに活動内容改善のための機会 活動内容改善のため成果物を作成する等

を設けている している

10.成 果 の確認 報告書の確認のみ 報告書をもとに校内で成果を共有している 校内はもとより,郊外でも成果を共有して

いる

IVお わ りに

本研究では,小 中学校で勤務するアシスタン トを対象に,「 アシスタン ト」 としての活

動が充実するようなスタンダー ドを開発 し,そ の開発過程 と具体的内容 を報告 した。その

結果,ア シスタン トの活動内容に即 した計30項 目からなるスタンダー ドを開発す ることが

できた。今後,開 発 したスタンダー ドを含んだ リーフレットな どを作成 し,教 材化す るこ

とで,ア シスタン トが実践的に活用 してい くことができると考える。また,そ れによ り理

科における観察 ・実験 が一層充実 してい くものと考えられる。

附記

本稿は石井 ・秋吉(2020b)の 発表内容を基 に大幅に加筆 ・修正を加えたものである。
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